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-IR・カジノ誘致の是非を問う住民投票条例は否決- 

横浜市が進めるカジノ・IR 誘致の賛否を問う住民投票を求める署名が、

必要署名数 62,604 筆の 3 倍以上になる 19,3193 筆(泉区:8,093 筆)が

集められ、12 月 23 日に住民投票条例を求める直接請求がなされました。 

これを受けて 1 月 6 日から 8 日の三日間で「横浜市におけるカジノを

含む総合型リゾート施設(IR)誘致についての住民投票に関する条例の制

定」を審議する臨時会が開催されました。 

私ども会派は、多くの市民の思いと願いの詰まった署名の重さと民主 

主義・住民自治の堅持の観点から「カジノを含む統合型リゾート施設

（ＩＲ）誘致についての住民投票に関する条例の制定」について条例を

制定し民意を問うべきとの強い姿勢で臨時会に臨んできました。 

林文子市長は、2020年10月16日の市長定例記者 

会見で、誘致の賛否を問う住民投票が実現しＩＲへ 

の反対が多数を占めた場合「結果を尊重する」と明言 

したにも関わらず、臨時会において「住民投票を実施 

することには意義を見出しがたい」などと住民投票に 

否定的な意見を付けて条例案を議会に提出しました。 

この意見内容は民主主義の根幹を破壊し、市民感情を 

逆なでするものです。 

三日間にわたる審議は平行線に終始し、採決では 

住民投票条例制定は否決となりました。 

 

 

 

 

2021 年がスタートしました。 

十二支の動物の中で最も動きが緩慢で歩みの遅い丑の年

は、先を急がず一歩一歩着実に物事を進めることが大切な年

と言われています。 

新型コロナウイルス感染症は収まりを見せず、再びの緊急

事態宣言が出され、我慢を強いる生活が続くことを申し訳な

く思います。丑年のスタートに当たり、黙々と目の前の仕事

をし、結果につながる道をこつこつと作って積み上げる一年

にしてまいります。コロナ禍の中、お困りや事やご相談事が

ございましたらいつでもご連絡ください。 

 

※反対３４は委員会で議決された住民投票条例案否決に対して「反対」をしたことを表す 



 

<会派意見> 

・19,3193 筆の署名の重みを「市民の関心の表れ」という軽い

言葉で受け止めるべきではない。 

・住民投票は民主主義にとって重要な政策施決定の手法であり、

「地方制度調査会」の議論でも否定しているものではない。 

・世論調査でも６割以上を反対がある中で、市民・議会・市長の間

でギャップが生じている。 

・代表民主制が機能していないという判断で市民の皆様が直接請求

を行う行動を起こされた。市民の意思を尊重できてこそ健全な代

表民主制である。 

・IR 説明会(動画配信)、広報よこはま、YouTube によるシンポジ

ウム、今後予定されている公聴会など発信は行われているが、具

体的に賛否を問う機会を設けなければ、IR 整備法に示された「地

域における十分な合意形成」がはかられない。 

・住民投票の持つ価値を金銭価値の議論にすり替えるべきではな

い。 

・議会での議論は、市側からの情報提供が主たるもので、議論を積

み上げてきたという認識には立てない。 

・住民投票を実施し、IR・カジノ誘致の是非に決着をつければ、夏

の市長選挙は、カジノ以外の山積する姿勢諸課題について政策を

戦わせることができる。 

            等々 

審議の内容をお伝えします！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三日間の会期で、上記の林市長が住民投票条例制定に付した意見の問題点を問いただし、直接

請求された住民投票条例を制定する必要性を訴えました。 

 

 「住民投票で市民の声を聞いてほしい」というお声に応えることができなかったことを大変

申し訳なく思います。こうした議論を基に今後も、カジノを含む統合型リゾート施設（Ｉ

Ｒ）誘致について、断固反対の立場を貫き、将来の横浜に相応しい市民が望む山下ふ頭の再

開発の実現に向けて取り組んでまいります。 

「住民投票を実施することは、意義を見出しがたい」 

・内閣府設置の「地方制度調査会」での議論で、住民投票の位置づけの

難しさがうかがわれる 

・住民投票の結果は、市長と議会が判断する際の考慮要素の一つだが、

その実施のためのコストを考えなければならない。 

・IR については、これまで議会での議論が積み重ねられてきたので、こ

れまでの議論を棚上げにしてしまう。 

 



 

 

 

1２月 4 日から 12 月 17 日まで行われた第 4 回市会定例会中は、新型コロナウイルス感染

症の第三波が起こっている時期でもあり、年末年始の医療体制への不安や、ひとり親世帯や女性

の課題解決、横浜経済を守るための補正予算(29 事業:約 31億円)が可決されました。 

特に、感染拡大の中、相談体制の強化が図るため、電話回線を倍増し 24時間体制で対応をし

ています。 

「家計が急変したひとり親世帯への 

臨時給付金」(市独自)」 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の

影響により、収入が大幅に減少し、家計が急

変したにも関わらず、児童扶養手当を受給

することができないひとり親世帯対象。 

１世帯あたり一律 10万円 

（１回限りの給付） 

お問い合わせはコールセンターへ 

0120-694-281(平日 9:00～17:00) 

 

「横浜市ひとり親世帯臨時 

特別給付金（国）」 

ひとり親世帯臨時特別給付金の支給を受

けた世帯対象。基本給付の再支給。 

基本給付：一世帯あたり 5 万円、 

第２子以降 ３万円 

女性の再就職・転職のための総合相談窓口 

「女性としごと 応援デスク」設置 

 年度内スタートに向けて、ただいま準備

中。 

中小企業の「新しい生活様式」対応 

支援事業補助金 

保健衛生対策や３密対策、新しいビジネス展開

など、新しい生活様式に対応するための設備導入

や工事に施した経費を補助。  
お問い合わせはコールセンターへ  

045-211-4493  

令和 3年 1月 29日まで(平日 9:00～17:00)   

 

 

(例) 

検 索 横浜市 新しい生活様式補助金 

  
 

＝お知らせ＝ 

ふもと理恵が「予算市会の焦点」 

(TVK テレビ)に出演します。 

放映日：2月 13 日(土)19:55～20：55 

2月 25日(木)は「予算関連質疑」で登壇

します。インターネット中継でご覧いただ

けます。 



 

横浜市会議員               プロフィール 

（泉区）   
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【2020 年度】 

常任委員会：温暖化対策・環境創造・資源循環                    

特別委員会：減災対策推進委員会(委員長) 

会 派：政調会会長 

その他：横浜市防災会議委員・ 

横浜市国民保護協議会委員 

１９５９年１月 大阪で生まれる 

１９７９年 小学校教員生活スタート 

 桂台小学校・中田小学校・深谷台小学校 

和泉小学校・緑園東小学校で勤務 

２０１０年 初当選を果たす 

   現在四期目活動中！ 

お気軽にご相談ください。 

地域の声が活動の源です！！ 

水道料金改定 

生活インフラの中でも最も欠かせないものは「水」で

す。 

節水機器の普及・高効率化や節水意識の高まりによ

り、１日当たりの平均給水量は平成４年度をピークに

減少し続けています。それに伴い料金収入も減少を続

けています。 

一方、浄水場や配水池、水道管など水道施設の多く

は、高度経済成長期に整備したため、老朽化が進んで

いて、更新が必要な状況にあります。また、地震災害

の被害を最小限にとどめるため、耐震化を進めていく

必要があります。 

料金改定を行わない場合 

令和５年度末には、累積資金残額は72 億円不足、

令和９年度末の累積資金残額は492 億円不足 

料金改定を行った場合 

令和５年度末には、累積資金残額は 

124 億円まで改善 

令和９年度末の累積資金残額は、（必要な施設整備

を行った上）１億円確保できる見込み 

 

 

 

私ども会派からは、「市民に対し十分な説明を行い、個別に丁寧に対応すること」「新型コロ

ナウイルス感染症が、市民生活や市内経済に与える影響を考慮し、支払いが困難な方に対して

は、当分の間支払いの猶予を継続すること」等を提言しました。付帯決議に反映されたこともあ

り、平均で12％引き上げる水道料金改定を認め可決しました。 

天王森泉館で 地域交通トミオカート視察 署名活動報告会挨拶 
かながわフードバンク 

仕分け作業 


